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　３月定例会を２月24日から３月22日まで27日間の会期で開催しました。

　２月24日に市長が施政方針演説を行い、25日には、会派を代表して２人の議員が施政方針

演説に対して代表質問をしました。

　２月26日、３月１日には、12人の議員が市政について一般質問をしました。

　３月４日には、令和３年度当初予算について質疑が行われました。
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　代表質問とは、会派を代表した議員

が、市長の施政方針に対して行う質問

を言います。

　一般質問とは、議員個人が、市の行

政全般にわたり、市長をはじめとする執

行機関に対して行う質問を言います。

　その質問と答弁の一部を要約して掲

載します。

※ 新型コロナウイルス感染症対策とし

て、議員及び執行部はマスクを着用

して行っております。

■ ３月定例会では、専決処分、単行議案、補正予算、当初予算など議案 34 件、委員会提出議案１件、

陳情１件を審議しました。

施政方針に対する代表質問・一般質問

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

市
政
を
問
う
！

3 月定例会

Q

本
市
の
創
生
に
向
け
て
の
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

A

旧
西
尾
地
域
で
は
、
本
市
の
経
済

を
支
え
る
中
心
的
役
割
を
果
た
す
べ
く

引
き
続
き
積
極
的
な
企
業
誘
致
や
関
連

す
る
幹
線
道
路
整
備
、
歴
史
公
園
お
よ

び
そ
の
周
辺
整
備
を
中
心
と
し
た
歴

史
・
文
化
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
な

ど
を
進
め
、
旧
幡
豆
郡
で
は
、
豊
か
な

自
然
や
全
国
有
数
の
地
域
資
源
を
生
か

し
た
産
業
振
興
、
広
大
な
土
地
へ
の
企

業
誘
致
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
公
共
交

通
の
充
実
な
ど
を
進
め
る
。

Q

福
地
南
部
地
域
活
性
化
事
業
の
具

体
的
な
計
画
は
。
中
心
政
策
と
将
来
計

画
の
目
標
は
。

A

具
体
的
な
計
画
は
、
西
尾
市
産
の

多
様
な
水
産
物
を
集
め
た
Ｊ
Ａ
西
三
河

の
農
業
観
光
施
設
で
あ
る
「
憩
の
農
園
」

の
再
整
備
を
支
援
し
、
市
内
外
か
ら
福

地
南
部
地
域
へ
の
交
流
人
口
を
増
加
さ

せ
、
特
産
品
の
知
名
度
を
上
げ
、
本
市

の
農
水
産
業
の
振
興
を
図
る
。

Q

駮
馬
瀬
戸
地
区
工
業
用
地
の
整
備

進
捗
状
況
は
。

A

工
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
県
企

業
庁
か
ら
、
令
和
元
年
11
月
に
工
事
契

約
を
締
結
後
、
仮
設
道
路
や
仮
設
沈
砂

池
を
設
置
し
、
令
和
２
年
７
月
か
ら
本

格
的
な
工
事
に
着
手
し
、
現
在
は
主
に

雨
池
周
辺
部
な
ど
に
お
け
る
地
盤
改
良

工
事
や
調
整
池
の
築
造
工
事
を
３
か
所

で
行
っ
て
お
り
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

Q

西
尾
幡
豆
線
の
進
捗
状
況
と
次
年

度
以
降
の
取
り
組
み
は
。

A

現
在
、
鵜
ケ
池
町
か
ら
吉
良
町
岡

山
ま
で
の
延
長
１
．
５
キ
ロ
㍍
区
間
で

整
備
が
進
め
ら
れ
、
矢
作
古
川
、
広
田

詳細は
スマホで
チェック!

市
民
ク
ラ
ブ

岡
田　

隆
司 

議
員

令
和
３
年
度
予
算
編
成
と

最
重
点
施
策
は

活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

産
業
づ
く
り

利
便
性
と
快
適
性
を
高
め

る
基
盤
づ
く
り
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施政方針に対する代表質問 Q A&

る
。
研
修
医
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
令

和
元
年
度
採
用
が
３
人
、
令
和
２
年
度

採
用
が
４
人
、
令
和
３
年
度
採
用
が
５

人
で
毎
年
１
人
ず
つ
増
や
す
こ
と
が
で

き
る
見
込
み
で
あ
る
。
将
来
的
な
医
師

確
保
に
期
待
が
持
て
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

Q

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
と
す
る
た
め
、
重
点
的
に
取
り

組
ん
だ
防
災
対
策
減
災
対
策
の
現
状
と

今
後
の
取
り
組
み
は
。

A

主
な
ハ
ー
ド
対
策
は
、
令
和
３
年

度
と
４
年
度
に
整
備
す
る
津
波
避
難
タ

ワ
ー
４
か
所
の
施
設
に
つ
い
て
、
令
和

2
年
度
は
設
計
業
務
を
行
い
、
令
和
３

年
度
に
整
備
す
る
２
か
所
の
用
地
購
入

を
行
っ
た
。

今
後
４
か
所

の
整
備
等
を

行
う
と
と
も

に
残
り
６
か

所
の
整
備
計

画
を
速
や
か

に
策
定
す
る
。

Q

令
和
３
年
４
月
の
合
併
10
周
年
記

念
式
典
で
予
定
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
都

市
宣
言
の
狙
い
は
。

A

今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ

力
を
改
め
て
認
識
し
、
市
民
、
企
業
等

お
よ
び
市
が
一
体
と
な
っ
て
、
み
ん
な

が
元
気
に
な
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
目

指
す
。

Q

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

の
進
捗
状
況
は
現
在
何
％
と
な
っ
て
い

る
の
か
。

A

平
成
30
年
３
月
に
公
表
し
た
「
西

尾
市
方
式
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
見
直
し
方
針
」

に
基
づ
く
事
業
の
早
期
解
決
の
た
め
、

中
立
公
正
な
第
三
者
を
交
え
た
調
停
の

場
に
お
い
て
、
話
し
合
い
を
行
っ
て
い

る
。
進
捗
率
は
75
％
程
度
で
、
１
０
０
％

の
状
況
と
は
、
見
直
し
方
針
に
基
づ
き

Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
合
意
し
、
事
業
が
実
施
で
き

た
と
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

川
に
架
か
る
橋
桁
の
架
設
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
、
橋
や
取
り
付
け

道
路
等
の
整
備
を
行
い
、
令
和
５
年
度

末
の
供
用
開
始
を
目
標
に
事
業
を
進
め

て
い
く
。

Q

市
道
須
脇
15
号
線
の
進
捗
状
況
は
。

A

県
立
特
別
支
援
学
校
の
ア
ク
セ
ス

道
路
と
な
る
都
市
計
画
道
路
衣
浦
蒲
郡

線
か
ら
北
へ
約
２
８
０
㍍
は
、
令
和
３

年
度
末
の
供
用
開
始
を
目
標
に
整
備
を

進
め
て
い
る
。

Q

令
和
３
年
６
月
に
設
置
す
る
「
子

ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」
で

ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
な
ど
、
相
談
を

必
要
と
す
る
人
は
ど
の
程
度
と
想
定
し

て
い
る
か
。

A

支
援
の
対
象
と
す
る
15
歳
か
ら
39

歳
ま
で
の
市
内
の
ひ
き
こ
も
り
者
は
、

推
計
で
約
７
６
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

ひ
き
こ
も
り
等
の
当
事
者
と
そ
の
保
護

者
等
の
合
わ
せ
た
相
談
件
数
は
、
年
間

１
千
件
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

Q

に
し
お
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て
、
大

会
の
検
討
状
況
は
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
ス
タ
ッ
フ
の
応
募
状
況
や
交
通
対

策
の
進
捗
状
況
は
。

A

西
尾
市
初
と
な
る
「
に
し
お
マ
ラ

ソ
ン
」
は
、
愛
知
県
初
の
市
民
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
と
言
わ
れ
、
令
和
４
年
３
月
６

日
の
開
催
に
向
け
、
実
行
委
員
会
が
中

心
に
準
備
を
進
め
て
い
る
。
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
と
５
キ
ロ
㍍
お
よ
び
２
キ
ロ
㍍
の

部
で
総
参
加
者
９
千
人
を
予
定
。
コ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
西
尾
警
察
署
と
協
議

を
継
続
中
で
、
同
時
に
関
係
す
る
町
内

会
に
対
し
て
、
集
会
等
で
説
明
に
回
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
２
千
人
〜
３
千
人
を
想
定
し
て
い
る
。

今
後
、
市
職
員
、

地
元
中
学
校
、

ス
ポ
ー
ツ
競
技

団
体
、
地
元
企

業
、
一
般
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
を

幅
広
く
募
集
し

て
い
く
。

Q

市
民
病
院
の
経
営
の
安
定
化
に
つ

い
て
、
新
年
度
の
取
り
組
み
は
。

A

最
大
の
懸
案
は
医
師
の
確
保
で
あ

地
域
を
支
え
る
文
化
と

人
を
育
む
環
境
づ
く
り

安
心
で
き
る
暮
ら
し
を
支

え
る
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り

安
全
と
う
る
お
い
の
あ
る

環
境
づ
く
り

市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、

行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
見
直
し
に

つ
い
て

にしおマラソンロゴマーク

津波避難タワーイメージ図
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施政方針に対する代表質問 Q A&

Q

稲
荷
山
茶
園
公
園
の
観
光
ト
イ
レ

の
整
備
で
期
待
す
る
効
果
は
。

A
「
浮
か
ぶ
茶
室
を
持
つ
ト
イ
レ
」

を
コ
ン
セ
プ

ト
に
茶
園
が

一
望
で
き
る

稲
荷
山
茶
園

公
園
へ
市
内

外
か
ら
訪
れ

た
く
な
る
よ

う
な
観
光
ト

イ
レ
を
整
備
す
る
。
全
国
有
数
の
抹
茶

産
地
を
散
策
す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

と
し
て
、
旅
行
業
者
等
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

Q

総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

制
度
の
活
用
に
よ
り
、
佐
久
島
の
活
性

化
の
取
り
組
み
と
具
体
的
な
効
果
は
。

A

協
力
隊
員
２
人
を
採
用
し
て
、
農

漁
業
へ
の
支
援
、
観
光
の
Ｐ
Ｒ
、
自
然

環
境
の
維
持
、
島
民
の
生
活
支
援
と
島

お
こ
し
の
活
動
を
図
り
、
将
来
的
に
島

に
定
住
し
て
、
起
業
し
、
島
の
賑
わ
い

や
雇
用
の
場
の
創
出
を
期
待
す
る
。

Q

名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線
の
利
用
者
が

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
市

と
し
て
利
用
者
増
加
に
向
け
た
対
策
は
。

A

従
来
行
っ
て
き
た
利
用
促
進
活
動

を
官
民
一
体
と
な
っ
て
継
続
し
な
が
ら

更
な
る
利
用
促
進
策
と
し
て
中
学
生
に

対
す
る
高
校
へ
の
通
学
方
法
の
提
案
、

バ
ス
お
よ
び
電
車
の
利
用
方
法
の
紹
介

を
通
し
て
通
学
定
期
利
用
者
の
増
加
を

図
っ
て
い
く
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
を
行
い
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
。
駮
馬
瀬
戸
地
区
工
場
用
地
へ
の

大
規
模
工
場
進
出
も
好
機
と
捉
え
、
最

寄
り
駅
の
周
辺
整
備
や
住
宅
用
地
の
整

備
な
ど
を
視
野
に
入
れ
て
い
く
。

Q

読
書
通
帳
の
利
用
状
況
は
。
ま
た

読
書
通
帳
の
導
入
は
、
子
ど
も
の
読
書

活
動
の
推
進
、
図
書
館
の
利
用
促
進
に

つ
な
が
っ
て
い
る
か
。

A

導
入
開
始
か
ら
、
２
月
15
日
ま
で

に
３
９
５
８
人
が
利
用
。
通
帳
へ
の
記

帳
を
楽
し
み
に
訪
れ
る
子
ど
も
の
増
加

に
伴
い
、
付
き
添
い
の
保
護
者
な
ど
の

来
館
も
増
え
、
読
書
活
動
の
推
進
や
図

書
館
利
用
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

Q

津
波
避
難
タ
ワ
ー
で
は
有
事
の
際

の
利
用
者
の
避
難
行
動
を
ど
の
よ
う
に

想
定
し
て
い
る
か
。

A

原
則
と
し
て
は
浸
水
想
定
区
域
外

へ
避
難
で
あ
る
が
、
体
が
不
自
由
で
支

援
が
必
要
な
人
な
ど
、
浸
水
区
域
外
ま

で
逃
げ
る
こ
と
が
困
難
な
人
と
そ
の
支

援
者
が
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
へ
避
難
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

Q

旧
一
色
支
所
を
見
る
た
び
に
利
活

用
の
話
も
な
く
、
た
だ
た
だ
市
民
に

と
っ
て
不
幸
な
公
共
施
設
再
配
置
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
ど
う
考
え

る
か
。

A

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
見
直
し
方
針
に
お

け
る
旧
一
色
支
所
の
方
針
は
、
当
初
契

約
の
内
容
よ
り
も
地
域
住
民
の
声
を
反

映
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
実
現
す
る
た
め
に
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
協
議
を

重
ね
て
き
た
が
、
残
念
な
が
ら
理
解
が

得
ら
れ
ず
、
利
活
用
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
。
引
き
続
き
理
解
を
求
め
て
い

く
。

Q

も
っ
と
建
設
的
な
部
分
で
職
員
に

は
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
特
定
事
業
契
約

15
条
３
項
の
認
識
を
司
法
の
場
で
は
っ

き
り
さ
せ
、
早
く
決
着
さ
せ
る
た
め
の

理
解
を
市
民
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長
の
考
え
は
。

A

問
題
意
識
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
ち

ら
の
悪
い
部
分
は
非
を
認
め
て
お
詫
び

し
た
う
え
で
、
西
尾
市
の
た
め
、
西
尾

市
民
の
た
め
に
と
理
解
を
求
め
た
が
、

Ｓ
Ｐ
Ｃ
側
が
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず

解
決
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
契
約
論

公
共
政
策
論
か
ら
考
え
て
互
い
に
ま
ず

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
必
要
な
損
害
賠
償

実
損
部
分
は
支
払
い
、
市
民
の
望
む
形

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

詳細は
スマホで
チェック!

至
誠
ク
ラ
ブ

磯
部　

雅
弘 

議
員

「
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
産

業
づ
く
り
」の
取
り
組
み

「
利
便
性
と
快
適
性
を
高
め
る

基
盤
づ
く
り
」の
取
り
組
み

「
地
域
を
支
え
る
文
化
と
人

を
育
む
環
境
づ
く
り
」
の
取

り
組
み

「
安
全
と
う
る
お
い
の
あ
る

環
境
づ
く
り
」の
取
り
組
み

「
市
民
と
行
政
が
共
に
考
え
、

行
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

取
り
組
み

稲荷山茶園公園
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Q

Ａ
Ｉ
カ
メ
ラ
を
使
用
し
た
検
温
機

器
を
図
書
館
や
利
用
者
の
多
い
そ
の
他

公
共
施
設
へ
も
今
後
、
設
置
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
か
。

A

検
温
機
器
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

利
用
者
の
安
全
・
安
心
を
保
ち
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
大
変
有
効
。
設
置
に
つ
い
て
は

状
況
に
応
じ
て
検
討
し
て
い
く
。

Q

ス
プ
レ
ー
缶
が
原
因
の
ガ
ス
爆
発

未
然
防
止
や
市
民
の
方
に
よ
る
穴
あ
け

作
業
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
、ス
プ
レ
ー

缶
に
穴
を
あ
け
ず
に
捨
て
る
方
式
に
変

更
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
か
。

A

ス
プ
レ
ー
缶
を
屋
内
で
穴
あ
け
処

理
す
る
場
合
、
引
火
の
危
険
性
が
高
ま

り
、
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
穴
あ
け
を
不
要
と
す
る
こ
と

で
よ
り
一
層
の
分
別
が
進
む
と
思
う
。

　

今
後
、
処
理
業
者
と
の
調
整
を
進
め

市
民
が
穴
あ
け
を
せ
ず
に
排
出
で
き
る

方
向
で
、
令
和
４
年
度
の
開
始
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q

駮
馬
瀬
戸
地
区
周
辺
企
業
か
ら
頂

い
た
意
見
等
に
対
し
て
の
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
か
。

A

渋
滞
対
策
に
も
効
果
的
と
考
え
て

い
る
県
道
西
尾
吉
良
線
の
ア
イ
シ
ン
高

丘
工
場
入
口
付
近
の
右
折
レ
ー
ン
設
置

と
歩
道
設
置
に
つ
い
て
、
県
と
連
携
し

て
事
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Q

デ
ン
ソ
ー
新
工
場
の
操
業
に
よ
り

周
辺
道
路
の
通
勤
車
両
が
大
幅
増
加
す

る
と
見
込
ま
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
渋

滞
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

A

ソ
フ
ト
面
で
特
定
の
路
線
や
交
差
点

に
集
中
し
な
い
よ
う
通
勤
ル
ー
ト
分
散

お
よ
び
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
等

と
併
せ
て
ハ
ー
ド
面
で
企
業
に
よ
る
パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
、
県
道
お
よ
び

市
道
の
改
良
等
整
備
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
渋
滞
緩
和
に
必
要
と
考
え
て
い
る
。

Q

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
区
分
別

人
数
と
、
接
種
手
続
き
は
。

A

医
療
従
事
者
５
千
人
、
65
歳
以
上

高
齢
者
４
万
６
千
人
、
基
礎
疾
患
者

１
万
人
、
高
齢
施
設
従
事
者
２
万
５
千

人
、
そ
れ
以
外
７
万
３
千
人
で
あ
る
。

接
種
券
は
３
月
下
旬
に
高
齢
者
へ
、
そ

れ
以
外
の
方
は
順
次
発
送
準
備
中
で
あ

る
。
接
種
券
到
着
後
、
個
別
接
種
は

日
程
を
各
医
療
機
関
に
電
話
予
約
を
し
、

集
団
接
種
は
市
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
予
約
で
あ
る
。

Q

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
配
布
と

２
回
目
接
種
の
日
程
調
整
は
。

A

接
種
券
配
布
は
１
回
目
の
み
で
あ

る
。
２
回
目
の
接
種
は
個
別
接
種
で
は

接
種
後
に
予
約
を
、
集
団
接
種
で
は

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
再
度
接
種
予
約
を

す
る
。

Q

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
な

い
症
状
、
既
往
症
等
は
。

A

37
・
５
度
以
上
の
発
熱
、
重
篤
な

急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
、
ワ
ク
チ

ン
成
分
に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
の
既
往
歴
の
方
で
、
主
治
医
・
予
診

医
師
が
接
種
判
断
を
行
う
。

Q

集
団
接
種
会
場
数
、
運
営
状
況
お

よ
び
配
置
人
員
は
。

A

接
種
会
場
は
市
内
６
会
場
で
、
開
設

は
ロ
ー
テ
ン
シ
ョ
ン
で
毎
日
２
会
場
に
て

２
か
ら
３
時
間
の
予
定
を
し
て
い
る
。
人

員
は
各
会
場
医
師
２
人
、
看
護
師
４
人
、

他
に
21
人
程
度
の
従
事
者
を
配
置
す
る
。

Q

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
手
続
き

の
窓
口
は
。

A

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
日
程
等

は
市
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
ワ

ク
チ
ン
の
副
反
応
等
の
医
学
的
相
談
は

愛
知
県
の
窓
口
が
対
応
す
る
。

Q

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
当
市
へ
の
配

分
と
日
程
等
の
め
ど
は
。

A

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
人
口
規
模
で

国
か
ら
県
に
、
同
様
に
県
か
ら
各
市
町

に
配
分
さ
れ
る
。
各
自
治
体
の
希
望
で

は
な
い
た
め
、
現
在
日
程
は
不
明
で
あ
る
。

市
民
ク
ラ
ブ

犬
飼　

勝
博 

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

鈴
木　

正
章 

議
員

安
全
・
安
心
・
快
適
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て

駮
馬
瀬
戸
地
区
工
業
用
地

開
発
計
画
に
伴
う
渋
滞
対

策
は

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
実
施

詳細は
スマホで
チェック!

詳細は
スマホで
チェック!

Q A&一般質問

そ
の
他
の
質
問

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
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Q

コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
リ
モ
ー

ト
で
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
も
多
く
な
っ
た
。

こ
の
機
会
に
各
中
学
校
区
で
の
成
人
式

開
催
に
し
な
い
か
。

A

中
学
校
だ
け
で
な
く
高
校
時
代
の

友
人
と
再
会
で
き
、
全
市
的
な
一
体
感

が
あ
り
、
一
堂
に
会
す
る
形
を
望
む
新

成
人
の
思
い
に
応
え
る
意
味
か
ら
も
1

か
所
で
の
開
催
と
す
る
。

Q

全
国
的
に
は
各
自
治
体
で
小
規
模

企
業
振
興
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
条
例
制
定
を
目
指
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

A

各
自
治
体
で
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
本
市
で
は
継

続
的
に
小
規
模
事
業
者
へ
の
各
種
施
策

や
商
工
会
へ
の
補
助
金
交
付
等
、
以
前

か
ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

早
期
に
条
例
制
定
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
将
来
の
制
定
に
向
け
て
近

隣
市
の
状
況
把
握
や
条
例
制
定
に
よ
る

効
果
な
ど
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

Q

福
地
駅
駐
車
場
の
一
時
利
用
者
か

ら
の
要
望
等
は
な
い
か
。

A

周
辺
で
一
時
的
に
利
用
で
き
る
駐

車
場
が
な
い
た
め
、
要
望
等
に
つ
い
て

把
握
で
き
て
い
な
い
が
、
駅
の
乗
降
者

数
が
平
成
22
年
度
か
ら
約
１
・
５
倍
増

加
し
て
い
る
状
況
か
ら
ニ
ー
ズ
は
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

Q

令
和
４
年
に
は
県
立
特
別
支
援
学
校

が
開
校
し
、
憩
い
の
農
園
拡
幅
整
備
案
も

ま
と
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
現
在
地
か
ら
東

に
移
転
し
、
通
学
・
通
勤
ま
た
、
福
地
駅

南
部
地
区
の
活
性
化
に
努
め
な
い
か
。

A

当
面
は
現
在
の
駅
周
辺
の
環
境
整

備
を
行
い
、
移
転
を
市
の
計
画
と
し
て

位
置
付
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Q

本
市
の
条
例
や
規
則
、
要
綱
な
ど

押
印
が
定
め
ら
れ
て
い
る
文
書
の
、
本

年
１
月
末
に
お
け
る
各
件
数
と
総
件
数

は
ど
の
よ
う
か
。
押
印
を
廃
止
で
き
る

文
書
は
何
件
か
。

A

12
月
定
例
会
で
答
弁
し
た
「
１
４

１
２
種
類
」
は
、
そ
の
後
申
請
種
類
ご

と
の
件
数
を
精
査
し
、
１
月
末
時
点
で

は
１
５
２
４
件
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

押
印
の
廃
止
が
で
き
る
文
書
は
１
３

５
４
件
で
あ
る
。
国
や
県
な
ど
の
法
令

等
の
改
正
に
よ
り
、
押
印
を
廃
止
す
る

の
は
２
１
４
件
で
あ
る
。

　

押
印
が
廃
止
さ
れ
な
い
文
書
は
１
７
０

件
。
主
な
も
の
は
印
鑑
登
録
申
請
、
金
融

機
関
な
ど
の
第
三
者
か
ら
押
印
を
求
め
ら

れ
る
口
座
振
替
依
頼
書
、
地
方
自
治
法
で

必
要
な
契
約
書
で
あ
る
。
条
例
や
規
則
等

で
定
め
ら
れ
て
い
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
４
月
１
日
に
廃
止
が
で
き
る
よ
う

関
係
条
例
や
規
則
の
改
正
を
進
め
て
い
る
。

Q

西
幡
豆
町
に
あ
る
県
有
地
１
５
０

㌶
の
利
活
用
に
つ
い
て
、
県
へ
の
働
き

か
け
の
状
況
と
進
捗
は
。

A

本
年
度
、
県
か
ら
市
と
共
に
利
活

用
策
を
検
討
し
た
い
と
依
頼
を
受
け
、

職
員
か
ら
提
案
を
募
る
な
ど
検
討
を

行
っ
た
。
市
の
意
向
と
し
て
レ
ジ
ャ
ー

施
設
の
整
備
な
ど
県
へ
提
案
し
た
。
そ

の
後
、
関
係
事
業
者
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
道
路
の
ア
ク
セ
ス
性

や
地
区
周
辺
に
大
勢
の
利
用
者
が
食
事

で
き
る
環
境
等
が
整
っ
て
い
な
い
等
の

理
由
か
ら
商
業
ベ
ー
ス
で
の
採
算
性
は

厳
し
い
と
の

意
見
が
あ
っ

た
。
現
時
点

で
は
利
活
用

を
検
討
し
て

い
る
状
況
で

あ
る
。

市
民
ク
ラ
ブ

本
郷　

照
代 

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

永
山　

英
人 

議
員

成
人
式
の
中
学
校
区
開
催
は

小
規
模
企
業
振
興
条
例
の

制
定
は

名
鉄
西
尾
蒲
郡
線
福
地
駅
の

移
転
は

本
市
の
行
政
手
続
き
文
書
の

押
印
廃
止
見
通
し
と
今
後
は

合
併
10
周
年
を
迎
え
本
市
の

幡
豆
地
区
に
残
る
課
題
は

詳細は
スマホで
チェック!

詳細は
スマホで
チェック!

Q A&一般質問

幡豆町小野ケ谷方面から見る

150㌶の県有地
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Q

問
題
解
決
の
た
め
に
市
が
行
う
べ

き
こ
と
は
何
か
。

A

市
と
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
立
場
や
見
解
の
違

い
は
あ
る
が
、
調
停
に
よ
る
協
議
を
誠

実
に
進
め
、
合
意
で
き
る
た
め
の
話
し

合
い
を
し
て
い
き
た
い
。

Q

協
議
が
進
む
ど
こ
ろ
か
訴
訟
に

な
っ
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
協
議
が
で

き
る
状
態
か
。

A

民
事
調
停
が
継
続
し
て
い
る
の
で

協
議
に
応
じ
る
姿
勢
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
話
し
合
い
で
解
決
で
き
な
け
れ

ば
司
法
の
判
断
に
委
ね
る
。

Q

見
直
し
の
進
め
方
に
疑
問
を
感
じ

た
り
、
行
く
末
を
心
配
し
た
り
し
て
い

る
市
民
が
い
る
。
現
状
報
告
や
事
業
計

画
の
説
明
会
を
し
な
い
か
。

A

記
者
会
見
や
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
説
明
す
る
と
共
に
「
出
張
・
市
長

の
ど
こ
で
も
ト
ー
ク
」
な
ど
で
地
域
に

出
向
い
て
説
明
す
る
機
会
を
設
け
た
い
。

Q

持
続
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
く
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
は
。

A

観
光
施
策
や
名
鉄
西
尾
・
蒲
郡
線

の
存
続
、
津
波
対
策
を
始
め
と
す
る
防

災
減
災
対
策
、
大
規
模
工
場
進
出
に
伴

う
吉
良
地
区
の
住
宅
地
整
備
な
ど
の
環

境
づ
く
り
で
あ
る
。

Q

人
口
減
少
対
策
は
。

A

企
業
誘
致
に
よ
る
関
係
人
口
の
増

加
や
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
る
住
宅

地
の
整
備
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
公

共
交
通
の
充
実
、
ソ
フ
ト
面
で
は
結
婚

新
生
活
支
援
や
西
尾
す
こ
や
か
祝
い
金

な
ど
を
進
め
て
い
く
。

Q

幡
豆
地
区
に
あ
る
企
業
庁
所
有
の

山
林
の
開
発
の
可
能
性
は
あ
る
か
。

A

県
と
意
見
交
換
は
し
て
い
る
が
現

時
点
で
は
極
め
て
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

Q
介
護
・
福
祉
事
業
所
の
入
・
通
所

者
に
つ
い
て
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
に

行
く
こ
と
が
難
し
い
。
施
設
で
の
個
別

接
種
な
ど
柔
軟
な
対
応
が
必
要
と
考
え

る
が
見
解
は
。

A

高
齢
者
施
設
へ
の
説
明
や
接
種
予

定
者
数
の
把
握
な
ど
を
行
い
、
入
所
者

や
従
事
者
な
ど
へ
の
接
種
が
円
滑
に
実

施
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
る
。

Q

障
が
い
者
施
設
の
入
・
通
所
者
も

実
施
予
定
か
。

A

高
齢
者
施
設
と
同
様
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
準
備
す
る
。
入
所
施
設
と
同
一

事
業
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
居
者
も

施
設
側
で
調
整
が
つ
け
ば
行
う
こ
と
も

可
能
と
し
た
い
。
高
齢
者
や
障
が
い
者

施
設
の
通
所
者
は
か
か
り
つ
け
医
や
医

療
機
関
等
で
の
接
種
を
想
定
し
て
い
る
。

Q

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
回
線
数
は
ど

れ
だ
け
か
。
ま
た
、
集
中
し
な
い
よ
う

な
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

A

10
回
線
を
想
定
し
て
い
る
。
副
反

応
な
ど
症
状
を
認
め
た
場
合
は
、
接
種

医
ま
た
は
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て

も
ら
う
よ
う
注
意
事
項
を
案
内
す
る
。

Q

協
議
の
進
捗
、
今
後
の
予
定
は
。

A

事
例
等
を
調
査
・
研
究
し
て
い
る
。

引
き
続
き
弁
護
士
に
助
言
を
い
た
だ
き

事
業
者
側
の
意
見
聞
き
取
り
を
行
う
な

ど
、
新
た
な
条
例
に
つ
い
て
慎
重
に
研

究
を
し
て
い
く
。

Q

午
後
10
時
前
に
も
苦
情
の
報
告
が

あ
る
。
県
条
例
に
は
24
時
間
の
規
制
基

準
に
つ
い
て
の
項
目
が
あ
る
。
市
は
対

応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
良
い
か
。

A

県
条
例
に
基
づ
き
適
切
な
対
応
を

と
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

Q

行
政
評
価
委
員
会
の
報
告
書
に
見

解
が
記
載
し
て
あ
る
が
市
の
見
解
は
。

A

県
条
例
に
基
づ
き
適
切
な
対
応
を

と
る
よ
う
に
努
め
る
。
対
応
が
二
転
三

転
し
た
こ
と
は
真
摯
に
反
省
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

将
来
を
見
据
え
た
高
齢
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
つ
い
て

市
民
ク
ラ
ブ

渡
辺　

信
行 

議
員

市
民
ク
ラ
ブ

松
井 

晋
一
郎 

議
員

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接

種
と
感
染
症
対
策
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
地
域
支
援
は

営
業
騒
音
問
題
に
つ
い
て

詳細は
スマホで
チェック!

詳細は
スマホで
チェック!

Q A&一般質問

混
迷
し
て
い
る
公
共
施
設
再

配
置
Ｐ
Ｆ
Ⅰ
事
業
の
問
題
解

決
の
方
向
性

旧
幡
豆
郡
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
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Q

建
設
場
所
・
敷
地
面
積
・
建
築
面
積
・

園
児
の
定
員
・
開
園
日
は
。
ま
た
、
造
成

工
事
の
着
手
は
い
つ
か
。

A

建
設
場
所
は
、
吉
良
保
健
セ
ン

タ
ー
北
側
、
吉
田
松
木
田
地
内
。
敷
地

面
積
は
、
４
９
９
５
平
方
㍍
、
建
物
は

鉄
骨
造
２
階
建
て
１
４
３
０
平
方
㍍
、

定
員
は
、
１
３
５
人
で
令
和
５
年
４
月

１
日
開
園
予
定
で
あ
る
。
造
成
工
事
は

農
地
転
用
の
手
続
が
完
了
後
、
令
和
３

年
８
月
頃
を
見
込
ん
で
い
る
。

Q

運
営
事
業
者
選
考
委
員
会
が
設
置

さ
れ
た
が
、
誰
が
構
成
員
に
な
っ
た
か
。

ま
た
委
員
会
は
何
回
開
催
さ
れ
た
か
。

A

委
員
構
成
は
、
吉
田
・
離
島
保
育
園

父
母
の
会
役
員
４
名
、
吉
田
小
学
校
区
町

内
会
長
お
よ
び
代
表
者
、
吉
田
小
学
校
長
、

吉
田
地
区
主
任
児
童
委
員
、
民
生
委
員
各

１
人
、
こ
ど
も
部
長
、
資
産
経
営
課
長
の

計
11
人
と
公
認
会
計
士
１
人
で
あ
る
。
現

地
視
察
を
含
め
委
員
会
を
６
回
開
催
し
た
。

Q

吉
田
２
２
４
線
の
両
側
歩
道
工
事

が
遅
れ
て
い
る
状
況
の
要
因
は
。

A

用
地
お
よ
び
物
件
補
償
の
交
渉
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
、
県
の
補
助
事
業

認
定
申
請
で
の
認
定
額
が
低
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
粘
り
強
く
交
渉
を
続
け

早
期
の
完
成
を
目
指
し
て
い
く
。

Q

矢
崎
川
酒
井
橋
よ
り
下
流
の
耐
震

堤
防
の
工
事
の
進
捗
率
は
。

A

昨
年
度
ま
で
の
進
捗
率
は
約
63
％

で
あ
る
。
令
和
３
年
度
か
ら
は
、「
防
災
・

減
災
・
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加

速
化
対
策
」
に
よ
る
交
付
金
を
確
保
し
、

令
和
５
年
度
に
完
了
を
目
標
と
し
て
い
る
。

Q

道
路
幅
は
、
血
洗
橋
の
架
け
替
え

に
支
障
は
な
い
か
。

A

詳
細
設
計
に
つ
い
て
は
実
施
済
で

あ
る
。今
後
想
定
す
る
津
波
遡
上
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
算
出
さ
れ
る
津
波
高

を
考
慮
し
た
橋
梁
構
造
に
見
直
し
を
す

る
な
か
で
必
要
な
土
地
も
検
討
す
る
。

市
民
ク
ラ
ブ

颯
田　

栄
作 

議
員

当
市
初
の
２
園
統
合
幼
保
連

携
型
認
定
（
仮
称
）
吉
田
こ
ど

も
園
の
新
設

市
道
・
吉
田
２
２
４
号
線
歩
道

の
進
捗
お
よ
び
矢
崎
川
改
修
の

進
捗
と
血
洗
橋
の
見
通
し
は

詳細は
スマホで
チェック!

Q A&一般質問

Q

３
歳
未
満
児
や
一
時
保
育
の
受
入

れ
が
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
新
年
度
の

保
育
園
入
所
状
況
は
ど
う
か
。

A

第
１
希
望
に
入
園
で
き
な
か
っ
た

数
は
１
５
３
人
。
兄
弟
別
々
は
33
世
帯
。

辞
退
さ
れ
た
数
は
１
０
３
人
で
あ
っ
た
。

Q

保
育
士
確
保
の
た
め
、
他
市
よ
り

低
い
賃
金
を
引
き
上
げ
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

A

令
和
３
年
度
か
ら
、
長
時
間
対
応
の

パ
ー
ト
保
育
士
の
賃
金
を
引
き
上
げ
る
。

Q

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
制
度
で

は
多
く
の
自
治
体
が
、
通
院
で
18
歳
ま

で
無
料
に
拡
充
し
て
い
る
。
西
尾
市
も

実
施
し
な
い
か
。

A

市
長
選
に
あ
た
っ
て
の
公
約
づ
く

り
の
際
に
検
討
し
た
い
。

Q

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
困
窮
者
へ
の

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
就
学
援
助

制
度
を
誰
に
も
気
兼
ね
せ
ず
利
用
し
や

す
い
制
度
と
な
る
よ
う
改
善
し
な
い
か
。

A

民
生
委
員
の
意
見
欄
廃
止
な
ど
申

請
し
や
す
い
様
式
を
検
討
し
た
い
。

Q

西
尾
市
方
式
は
、
直
接
、
市
が
行

う
よ
り
高
く
な
る
な
ど
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法

が
破
綻
し
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A

本
来
、
分
割
払
い
で
、
民
間
の
創

意
工
夫
を
生
か
す
事
業
だ
が
、
そ
の
点

で
は
、
少
し
成
り
立
っ
て
い
な
い
。

Q

契
約
書
に
契
約
解
除
の
条
項
が
な

く
て
も
解
約
は
で
き
る
と
考
え
る
が
ど

う
か
。
契
約
解
除
を
検
討
し
な
い
か
。

A

法
的
解
釈
に
つ
い
て
は
、
必
要
に

応
じ
て
弁
護
団
に
確
認
し
て
い
く
。
現

時
点
で
契
約
解
除
は
検
討
し
て
い
な
い
。

Q

損
害
賠
償
の
金
額
に
つ
い
て
も

様
々
な
事
例
か
ら
、
調
査
・
研
究
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

A

近
江
八
幡
市
で
市
役
所
建
設
工
事

の
契
約
解
除
を
し
た
際
に
、
契
約
金
額

の
５
％
だ
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
ひ
と

つ
の
参
考
に
し
た
い
。

日
本
共
産
党
西
尾
市
議
団

前
田　

修 

議
員

安
心
の
子
育
て

３
歳
未
満
児
保
育
の
拡
充
を

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
契
約
解
除

へ
検
討
の
開
始
を

詳細は
スマホで
チェック!



8

Q

民
間
業
者
が
計
画
す
る
一
色
町
生

田
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
埋
め

ら
れ
る
産
廃
ゴ
ミ
の
内
容
、
懸
念
さ
れ

る
点
は
ど
の
よ
う
か
。

A

燃
え
殻
（
焼
却
灰
）、
汚
泥
（
化
学

工
場
の
廃
液
等
）、
廃
油
、
特
別
管
理
産

業
廃
棄
物
指
定
の
廃
石
綿
な
ど
。
ア
ス

ベ
ス
ト
の
飛
散
、
有
害
物
質
に
接
触
し
た

土
や
砂
な
ど
の
周
辺
へ
の
飛
散
、
処
分

場
に
施
工
さ
れ
る
遮
水
シ
ー
ト
が
地
震

等
で
破
損
し
た
時
の
悪
影
響
等
が
あ
る
。

Q

計
画
は
日
本
で
も
最
大
級
の
規
模

だ
が
一
色
中
学
校
の
隣
１
５
０
㍍
で
民

家
も
多
い
。
学
校
へ
の
影
響
が
心
配
だ

が
調
査
が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

A

処
分
場
か
ら
の
強
い
風
は
学
校
に

向
か
っ
て
吹
い
て
お
り
、
騒
音
や
振
動

粉
じ
ん
や
悪
臭
が
懸
念
さ
れ
る
。
市
は

有
識
者
会
議
等
で
も
検
討
し
、
計
画
地

は
適
地
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Q

一
色
中
が
移
転
と
の
噂
は
ど
う
か
。

A

一
色
中
の
移
転
の
計
画
は
な
い
。

同
校
は
標
高
５
・
５
ｍ
で
一
色
町
内
で

も
有
数
の
高
台
で
あ
る
。

Q

産
廃
を
運
ぶ
ト
ラ
ッ
ク
が
市
内
を

毎
日
多
数
走
り
回
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

A

積
載
量
に
よ
る
が
10
㌧
ト
ラ
ッ
ク

換
算
で
日
に
２
５
０
台
だ
が
、
中
間
処

理
施
設
や
焼
却
炉
も
あ
り
、
走
行
車
両

は
そ
れ
以
上
と
考
え
ら
れ
る
。

Q

ア
リ
ー
ナ
棟
建
設
よ
り
も
地
盤
沈

下
が
激
し
い
吉
良
中
学
校
の
建
替
え
の

方
が
先
で
は
な
い
の
か
。

A

Ｓ
Ｐ
Ｃ
に
は
、
頑
と
し
て
見
直
し

を
受
入
れ
て
も
ら
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

Q

市
長
は
名
鉄
の
会
長
に
面
談
し
、
矢

作
建
設
の
社
長
に
仲
介
し
て
欲
し
い
と

言
っ
た
が
断
ら
れ
、
逆
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
か
ら

抗
議
を
受
け
て
い
る
と
い
う
が
、
事
実
か
。

A

挨
拶
に
伺
い
た
い
と
要
望
を
し
た

が
Ｓ
Ｐ
Ｃ
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
文
書
を

受
け
た
。

Q

こ
れ
ま
で
の
感
染
状
況
と
特
徴
は
。

A

感
染
者
数
累
計
は
人
口
10
万
人
当

た
り
換
算
す
る
と
、
２
月
15
日
時
点
で

２
２
４
．
１
人
。
療
養
者
数
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
陽
性
率
な
ど
は
把
握
で
き
て
い
な

い
。
感
染
経
路
が
特
定
で
き
る
ケ
ー
ス

が
比
較
的
多
く
、
家
庭
内
あ
る
い
は
職

場
内
の
感
染
が
多
い
と
推
測
し
て
い
る
。

Q

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
体
制
と
事
業
の
支
援
策
は
。

A

施
設
で
感
染
が
発
生
し
た
場
合
の

行
政
検
査
は
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

３
月
中
に
は
施
設
す
べ
て
の
職
員
に
集

中
的
検
査
が
実
施
さ
れ
る
。
支
援
は
、

国
・
県
の
支
援
対
策
が
活
用
で
き
る
よ

う
努
め
る
。

Q

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
・
幼
稚

園
・
保
育
園
で
の
状
況
は
ど
う
か
。

A

臨
時
休
校
・
休
園
以
外
の
情
報
は

公
表
し
な
い
。
ま
た
、
人
権
に
関
係
す

る
よ
う
な
問
題
も
起
き
て
い
な
い
。

Q

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
市
民
病
院
へ

の
影
響
と
、
運
営
へ
の
支
援
は
。

A

本
年
度
１
月
ま
で
昨
年
度
の
同
期

間
と
比
較
す
る
と
、
外
来
13
・
２
％
減

入
院
６
・
６
％
減
な
ど
で
、
収
益
で
は
約

４
億
円
悪
化
だ
が
、
決
算
で
は
、
国
や

県
の
補
助
な
ど
で
昨
年
度
よ
り
２
億
円

程
度
改
善
す
る
見
込
み
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ス

タ
ッ
フ
も
疲
弊
し
て
い
る
が
、
地
域
の
医

療
を
守
る
強
い
使
命
感
で
取
り
組
ん
で

い
る
。
経
営
の
健
全
化
と
高
度
で
質
の

高
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

Q

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
補
助
と
新

生
児
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
助
成
は
。

A

市
独
自
で
中
等
度
難
聴
の
高
齢
者
に
補

聴
器
の
購
入
補
助
は
考
え
て
い
な
い
。
新
生

児
の
聴
覚
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
に
つ
い
て

は
、
５
千
円
助
成
の
方
向
を
予
定
し
て
い
る
。

無
所
属

鈴
木　

規
子 

議
員

日
本
共
産
党
西
尾
市
議
団

牧
野　

次
郎 

議
員

一
色
町
生
田
地
内
の
産
業

廃
棄
物
最
終
処
分
場
計
画

の
問
題
点
は

高
齢
者
施
設
や
教
育
施
設
等

で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
機
関
へ

の
支
援

詳細は
スマホで
チェック!

詳細は
スマホで
チェック!

Q A&一般質問

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
見
直
し
は
解
決

で
き
る
の
か

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
補
助

な
ど
の
福
祉
制
度
は
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Q

き
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
供
用

開
始
は
直
営
で
行
う
が
、
訴
訟
の
リ
ス

ク
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
リ

ス
ク
は
何
か
。

A

損
害
賠
償
請
求
の
可
能
性
で
あ
る
。

Q

損
害
賠
償
請
求
の
可
能
性
を
認
識
し

て
、
４
月
供
用
開
始
に
こ
だ
わ
る
理
由
は
。

リ
ス
ク
は
避
け
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

A

市
民
の
た
め
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
驚
く
金
額
で
は
な
い
。

Q

き
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
用
途

変
更
工
事
で
市
長
自
ら
「
積
算
が
甘
か
っ

た
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に

何
が
甘
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

A

具
体
的
に
ど
の
部
分
で
は
な
く
、
改

修
工
事
に
つ
い
て
の
積
算
が
甘
か
っ
た
。

Q

き
ら
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
以
外
の

施
設
の
見
直
し
額
が
記
載
し
て
い
る
が
、

再
積
算
は
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
現
時
点

で
他
に
積
算
の
誤
り
は
な
い
の
か
。

A

再
積
算
は
し
て
い
な
い
。

Q

「
ア
リ
ー
ナ
棟
」
に
つ
い
て
の
協

議
は
１
月
以
降
、
何
回
行
っ
た
の
か
。

A

会
っ
て
の
協
議
は
し
て
い
な
い
。

Q

Ｓ
Ｐ
Ｃ
と
今
年
度
、
最
後
に
協
議

の
場
に
赴
い
た
の
は
い
つ
か
。

A

市
長
、
副
市
長
は
昨
年
の
10
月
以

降
し
て
い
な
い
。

Q

自
分
も
当
事
者
の
一
人
と
し
て
臨

ん
で
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が

市
長
は
こ
の
見
直
し
を
強
行
し
た
当
事

者
そ
の
者
で
あ
る
が
、
ど
う
か
。

A

弁
護
士
や
職
員
に
任
せ
ず
、
協
議

に
臨
む
と
い
う
気
持
ち
で
答
え
た
。

Q

事
業
費
１
４
０
億
円
に
、
中
止
し

た
事
業
の
代
替
施
設
の
吉
良
中
学
校
舎

の
改
築
、
市
営
住
宅
建
設
、
学
校
プ
ー

ル
設
置
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
公
園
設

置
な
ど
の
経
費
を
早
急
に
積
算
し
、
そ

の
金
額
を
含
め
公
表
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A

試
算
は
で
き
な
い
。
必
要
は
な
い
。

Q

今
の
状
態
で
は
、
見
直
し
は
難
し

い
。
弁
護
士
費
用
、
損
害
賠
償
金
な
ど

が
税
金
で
支
払
わ
れ
る
事
の
見
解
は
。

A

明
快
な
打
開
策
が
な
い
。
金
銭
的

な
形
で
解
決
す
る
し
か
な
い
。

無
所
属

中
村　

眞
一 

議
員

見
通
し
の
立
た
な
い
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
見
直
し
の
現
状
と
今
後

は

詳細は
スマホで
チェック!

Q A&一般質問

Q

事
業
見
直
し
に
よ
り
建
て
替
え
と

な
っ
た
吉
良
中
学
校
の
工
事
優
先
度
は
。

A

全
35
校
中
、
最
優
先
の
１
位
で
あ

る
。

Q

吉
良
中
学
校
の
建
て
替
え
の
概
算

予
算
は
い
く
ら
か
。

A

事
業
費
は
約
40
億
円
で
あ
る
。

Q

40
億
円
の
中
に
造
成
や
地
盤
改
良

工
事
費
等
は
含
ま
れ
て
い
る
か
。

A

含
ま
れ
て
い
な
い
。

Q

地
盤
調
査
も
し
て
い
な
い
の
に
、

な
ぜ
建
て
替
え
な
の
か
。

A

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
見
直
し
方
針
の
中

で
改
修
工
事
は
行
わ
ず
、
建
て
替
え
を

検
討
し
た
。

Q

昨
年
度
か
ら
水
泳
授
業
の
民
間
委

託
を
施
行
し
て
い
る
が
今
後
の
計
画
は
。

A

今
後
３
校
で
民
間
の
温
水
プ
ー
ル

を
利
用
し
て
２
年
間
検
証
を
行
い
、
学

校
プ
ー
ル
全
体
計
画
の
策
定
を
す
る
。

Q

プ
ー
ル
の
民
営
化
に
よ
る
コ
ス
ト

面
の
影
響
は
ど
の
よ
う
か
。

A

１
校
当
た
り
約
１
１
９
万
円
の
コ

ス
ト
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。
今
後
の
財

政
負
担
の
軽
減
は
、
学
校
プ
ー
ル
全
体

計
画
の
策
定
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

Q

市
営
住
宅
の
整
備
の
時
期
と
整
備

費
の
概
算
は
い
く
ら
か
。

A

第
１
期
建
て
替
え
計
画
で
北
新
田

住
宅
建
設
が
あ
り
、
令
和
４
年
度
に

設
計
、
令
和
５
・
６
年
度
に
建
設
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。
整
備
費
は
約

12
億
１
２
０
０
万
円
。
第
２
期
・
３
期

の
整
備
費
は
約
30
億
円
で
あ
る
。

Q

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
の
跡
地
は
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

A

公
園
と
し
て
整
備
す
る
。
ど
の
よ

う
な
整
備
を
す
る
か
所
管
課
と
進
め
る
。

Q

見
直
し
に
必
要
な
費
用
２
４
０
億

円
と
な
る
が
、
見
直
し
で
１
９
８
億
円

か
ら
１
４
０
億
円
に
な
る
の
は
で
た
ら

め
な
の
で
、
協
議
の
議
事
録
は
出
せ
る

か
。

A

出
せ
な
い
。

市
民
ク
ラ
ブ

鈴
木　

武
広 

議
員

頓
挫
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の

見
直
し
が
も
た
ら
す
市
民

生
活
へ
の
影
響
は

詳細は
スマホで
チェック!
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愛知県市議会議長会より

感謝状

「西尾市まるごと！FLOWER 

WALK」に市議会も協力

　2 月 5 日に開催されました愛知県市議会議長会に

おいて稲垣一夫議員と本郷照代議員へ感謝状の贈呈

があり、3 月 22 日に議長より感謝状の伝達がありま

した。

西尾市議会の

新型コロナウイルス感染症対策

　西尾市議会では、新型コロナウイルス感染対策として、施政

方針演説に対する代表質問や一般質問で、本会議場に出席す

る議員を半数とし、半数の議員は別室のモニターで傍聴しまし

た。

　「花を持って歩こう！」をテーマに花のある暮らしの

推進と花の消費拡大を図るために、コロナ禍で消費

の落ち込む花き業界を応援する企画に、市議会も協

力しました。

トピックス

稲垣一夫議員　　　本郷照代議員 花束を受け取る様子

出席議員数を半数にした本会議場の様子 別室にてモニターで傍聴している様子

演壇や質問席は、休憩時には毎回消毒しました
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厚生分科会

文教分科会

　予算とは地方公共団体の収入や支出の見積もりで、行政サービスの内容を示す重要な計画です。３月定例会の３月４日

に令和３年度当初予算が議案上程され、審議されました。当初予算案は、予算決算委員会に付託され、その後４つの分科

会に振り分けられ、詳細に令和３年度予算や事業について審査を行いました。

　ここでは、主な審査内容についてピックアップしてご紹介します。

令和３年度当初予算と事業に関する審査

Q  敬老会補助金が減額傾向にあるがどのようか。

A  行政改革により対象年齢の見直し、引き上げに
より対象者数が減少したため。

Q  高齢者タクシー利用支援の見込みは。

A  75歳以上の世帯などが対象で、５千人弱、チケ
ット約１万枚を見込んでいる。

Q  コロナ禍における生活保護受給者数の傾向
は。

A  前年比41世帯、約９％増加しており、今後も増え
ると思われる。

Q  生活保護申請にあたり「扶養照会」の見直しが
通知されたが、運用はどのようか。

A  扶養照会により、生活保護の申請権を侵害する
ことのないよう充分に配慮した運用に努める。

Q  新生児聴覚検査の受診状況は。

A  ほぼ、新生児全員が受診している。市外でも受
診は可能である。

Q  出生数と祝い金の推移は。

A  出生数は、平成30年度1344人、令和元年度
1287人、令和２年度は１月末現在1006人で減

少傾向。祝い金の申請件数も同様に減少してい

る。西尾すこやか祝い金は、出生時の経済的負

担軽減で1回のみ支給。県下でも数少ない支援

事業に取り組むことで、定住促進につながるこ

とを期待している。

Q  一部の保育園を公設民営化から民設民営化に

した理由は。

A  公設民営６園のうち５園が昭和40年代、50年代
の建築。鉄骨造の法定耐用年数38年を超えて

老朽化が進んでいるため、国の補助金が受けら

れる民設民営化ができないか運営法人と協議

し、合意が得られた。建て替えは保育園入園の

認定基準の改正に伴い、３歳未満児の増加が見

込まれ、定員の見直しも併せて協議している。

Q  不妊治療助成事業の実施状況はどのようか。

A  一般不妊治療53件、特定不妊治療164件。今
後は保険適用で治療が受けられる見通しもあり
検討していく。

Q  産後ケア事業が減額となっている理由は。

A  周知に努めているが、リスクの高い人に絞った
ことによるものである。

Q  コロナ対策として保健師関係の職員の増員は
必要ないか。

A  ワクチン接種にかかる看護師と事務員を雇用す
る。保健師の増員は考えていない。

Q  市民病院の医師、看護師の確保
策は。

A  医師８人を嘱託職員から正規職
員とした。奨学金貸与の拡充、研
修体制の充実、市長・院長の医局
への訪問を行っている。

Q  保育園・幼稚園の給食調理の分割による効果

は。

A  現在は学校と同じメニューのため学校と分割
し、保育園・幼稚園専用にすることで、子どもた

ちの発達段階に合わせた給食を提供できる。ま

た、改修後のセンターにはアレルギー食調理室

と、園児の発達に応じて4段階の調理をする離

乳食調理室を新設する。

Q  GIGAスクール構想の準備状況は。

A  実現に向けて早急に検討し、補助金や起債以
外にも指定寄付金などを最大限利用しなが

ら、小・中・義務教育学校35校の児童生徒約

１万５千人分のタブレット端末整

備と、高速大容量通信ネットワー

ク整備、各学校への大型モニ

ター設置などが令和３年３月末に

完了する。

予算審査
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経済建設分科会

企画総務分科会

Q  企業誘致費の工場等建設促進事業は前年度と

比べ増額したが、内容はどのようか。

A  企業再投資促進補助金は、事業者が償却と建

物の投資額の10％を補助する事業で、その投

資額が増えたことと、工場等建設奨励金は、企

業数が昨年は14社だったが、22社となったこと

による増額理由となる。

Q  事業者支援相談窓口事業の相談件数と内容、

対応はどのようか。

A  昨年５月８日から７月31日までの相談件数は合

計42件。西尾信用金庫と連携し、新型コロナウ

イルス感染症で大きな影響を受けている事業

者を対象に資金繰りについての相談や雇用調

整助成金など事業者が利用できる制度の紹介

をワンストップで行う「コロナ対策サポートデス

ク」を開設した。

資金繰りの融資制度の相談

は、西尾信用金庫、雇用調

整助成金の申請書作成な

どは社会保険労務士の専

門家がそれぞれ対応した。

Q  本市と近隣市の税収見込みは。

A  前年度対比で、個人市民税は本市ではマイナ
ス10.９％に対し、近隣市では平均がマイナス
11.７％で、最小のマイナス５.５％から最大はマ
イナス16.４％の見込み、法人市民税は本市で
はマイナス57.０％に対し、近隣市では平均がマ
イナス55.６％で、最小のマイナス23.７％から最
大はマイナス72.０％の見込みとなっている。

Q  ふるさと納税返礼品数444品は近隣と比べて
どのようか。

A  １自治体あたりの全国平均返礼品数は、164品
で本市は大変多い返礼品を揃えている。

Q  津波避難誘導看板設置の工事内容は。

A  津波避難計画で定める避難ルート上に津波浸
水想定区域外に誘導する看板を設置する。場所
は、避難ルート上の交差点周辺に市内25〜30
か所程度の設置を予定している。

Q  にしがま線の乗車実績はどうか。

A  平成29年度339万１千人、30年度340万９千

人、令和元年度332万４千人。元年度は２月まで

は前年度を上回るペースで推移していたが、コ

ロナ禍で３月のひと月で前年度に比べて約８万

人減少。２年度は１月末現在で約24％減少し大

変厳しい状況。

Q  にしおマラソンの参加エントリーやボランティ

ア募集などのスケジュールはどのようか。

A  ４月に大会募集要項を発表、８月には西尾市民

を対象に参加者の先行枠募集を開始し、９月に

は一般枠の募集を開始する。ボランティア募集

については、新年度早々から各関係機関に依頼

するなど、年間を通じて人員の確保に努める。

 大会PRでは、４月に大会ロゴマークやポスター

およびホームページなどのメインビジュアルを

発表。マラソンランナーの川内優輝選手が出演

する大会ＰＲ動画を発表するほか、ホームページ

やＳＮＳなどを活用しながら大会開催への機運

を高めていく。

Q  帰宅困難者支援マップ作成業務の詳細は。

A  Ａ１両面フルカラーで１万部を予定している。配
置場所は、駅や公共施設のほか、徒歩帰宅支援
に関する協定事業者であるコンビニ、飲食店、自
動車販売修理、ガソリンスタンド、新聞販売店、
郵便局などを予定している。

Q  避難行動要支援者台帳システムの目的と効果
は。

A  システムを改修し、紙で保管している要支援者
個別計画書を取り込み、名簿と支援内容等の情
報を集約して一括管理する計画。これにより、毎
年、個別計画書を印刷して自主防災会に配布で
き、災害時の対応に有効活用できる。

Q  消防団員の４月１日現在の配置見込み数は。

A  入団希望者38人、退団予定者61人、条例定数
643人に対して実員数
は483人となり、160
人が欠員となる見込
みとなっている。

予算審査
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３月定例会に提出された陳情書

３月定例会で審議され可決された議案等

02

01

陳 情 書
★ 「日本政府に核兵器禁止条約への参加・調印・批准を求める意見書」を採択し、国に提出
することを求める陳情書

不採択

条 例 な ど

西尾の抹茶おもてなし条例の制定について

西尾市児童クラブ保育料条例の制定について

西尾市保育士等就職準備金貸付条例の制定について

西尾市附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定について

職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例の制定について

西尾市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について

西尾市使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について

西尾市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

西尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

西尾市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

西尾市地区計画の区域内における建築物制限条例の一部を改正する条例の制定について

西尾市学校給食センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

西尾市地域交流センターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について

西尾市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について

西尾市資料館の指定管理者の指定について

補 正 予 算

令和２年度西尾市一般会計補正予算（第 12 号）

令和２年度西尾市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

令和２年度西尾市介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和２年度西尾市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和２年度西尾市佐久島診療所事業特別会計補正予算（第２号）

令和２年度西尾市病院事業会計補正予算（第２号）

令和２年度西尾市水道事業会計補正予算（第２号）

令和２年度西尾市下水道事業会計補正予算（第３号）

令和２年度西尾市一般会計補正予算（第 13 号）

当 初 予 算

令和３年度西尾市一般会計予算

令和３年度西尾市国民健康保険特別会計予算

令和３年度西尾市介護保険特別会計予算

令和３年度西尾市後期高齢者医療特別会計予算

令和３年度西尾市佐久島診療所事業特別会計予算

令和３年度西尾市病院事業会計予算

令和３年度西尾市水道事業会計予算

令和３年度西尾市下水道事業会計予算

令和３年度西尾市渡船事業会計予算

審議結果
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日
頃
か
ら
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
３
月
定
例
会

の
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度

の
当
初
予
算
を
決
め
る
議
会
で
し
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
な
ど
こ
れ
か
ら
の
対
応
に
対
し

て
も
市
民
目
線
で
活
発
な
議
論
が
展
開

で
き
ま
し
た
。
市
職
員
も
全
力
で
コ
ロ

ナ
収
束
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
「
Ｏ

Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
で
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
市
民
の
皆
様
に

市
議
会
の
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
委
員

◎
松
崎　

隆
治 

○
大
河
内
博
之

 

黒
辺　

一
彦 

　

犬
飼　

勝
博

 

藤
井　

基
夫 

　

青
山　

繁

 

本
郷　

照
代 

　

渡
辺　

信
行

 

前
田　

修 

　

鈴
木　

正
章

（
◎
委
員
長　

◯
副
委
員
長
）

※ 

代
表
質
問
・
一
般
質
問
の
記
事
に
つ
い

て
は
、
質
問
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
原

稿
を
も
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

西
尾
市
議
会 

広
報
委
員
会

電　

話 

6
5
 - 

2
1
8
2

F
A
X 

5
4
 - 

0
3
1
1

議案名

議

決

結

果

会派・議員名、表決態度

市民クラブ 至誠クラブ 共産党 公明党 無所属

岡
田　

隆
司

神
谷　

庄
二

小
林　

敏
秋

稲
垣　

正
明

長
谷
川
敏
廣

颯
田　

栄
作

鈴
木　

正
章

稲
垣　

一
夫

鈴
木　

武
広

石
川　

伸
一

永
山　

英
人

松
井
晋
一
郎

渡
辺　

信
行

本
郷　

照
代

松
崎　

隆
治

青
山　
　

繁

犬
飼　

勝
博

山
田　

慶
勝

筒
井　
　

登

神
谷　

雅
章

磯
部　

雅
弘

藤
井　

基
夫

黒
辺　

一
彦

牧
野　

次
郎

前
田　
　

修

大
河
内
博
之

大
塚
久
美
子

鈴
木　

規
子

中
村　

眞
一

西尾市介護保険条例の一部を改正する条
例の制定について

可
決

◯ ◯ ◯ ◯

※

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

西尾市資料館の指定管理者の指定につい
て

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ × ◯

「日本政府に核兵器禁止条約への参加・
調印・批准を求める意見書」を採択し、
国に提出することを求める陳情書

不
採
択

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ◯ ◯ × × ◯ ×

令和３年度西尾市一般会計予算 可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ × ◯

令和３年度西尾市国民健康保険特別会計
予算

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

令和３年度西尾市介護保険特別会計予算 可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

令和３年度西尾市後期高齢者医療特別会
計予算

可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ × ◯

令和３年度西尾市下水道事業会計予算 可
決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × × ◯ ◯ ◯ ◯

議案名 議決結果
鈴木　武広

誤 正

西尾市部設置条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ◯

令和２年度西尾市一般会計補正予算(第９号） 可決 ◯

西尾市子ども条例の制定について 可決 ◯

西尾市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 可決 ◯

議員の賛否が分かれた議案03

にしお市議会だより141号（2月号）お詫びと訂正04

３月定例会へ提出された議案のうち、賛否が分かれたもの
について掲載します。

にしお市議会だより 141号（２月号）において、下記のとおり誤りがありました。
ご迷惑をお掛けしたことをお詫びするとともに、ここに訂正させていただきます。
14ページ「03/議員の賛否が分かれた議案」

編
集
室

No.142

審議結果

「◯」…賛成（採択）　「×」…反対（不採択）　「趣旨」…趣旨採択　「※」…議長のため採決に加わりません。
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令
和

3
年

5
月

号
N
o
.1

4
2

［
編

集
・

発
行

］
 西

尾
市

議
会

事
務

局
〒

4
4

5
-8

5
0

1
　

愛
知

県
西

尾
市

寄
住

町
下

田
2

2
　

0
5

6
3・

5
6・

2
1

1
1（

代
表

）
に
し
お
市
議
会
だ
よ
り

議場見学をしませんか？

　町内会などの行事、ご家族、ご友人同士でお誘いあ

わせの上、お気軽にお越しください。詳しくは、議会事

務局（℡65-2182）へお問い合わせください。

　６月定例会は、令和３年６月に議員の改選があるた

め、４月12日〜５月10日の期間で行っています。

お知らせ

6 月定例会

議 会 を 聴 く

表 紙 の 写 真

　西尾市議会は、『開かれた議会』を目指し、議会を公

開しています。傍聴をご希望の方は、議会開催日に議

会事務局（６階）までお越しください。

　・議場での傍聴…本会議

　・委員会室での傍聴… 常任委員会、議会運営委員

会、特別委員会、全員協議会、

部会

タ イト ル ： 「心を一つに思いを込めて」

応　募　者 ： 山本貴暁様（細池町）

写真の説明 ： 少年野球の練習試合の一幕です。

   子どもたちが目標に向かって、ひたむ

きに頑張る姿が大好きです。彼らが見

据える未来に向かって、チーム西尾も

頑張りましょう！

議 会 を 見 る

　西尾市議会インターネットライブ配信が始

まりました。

　市民の皆さまに議会の様子をさらに広く知ってい

ただくため、本会議のインターネットライブ配信を始

めました。

　映像は、スマートフォンやタブレットＰＣ等のスマー

トディバイスでも視聴可能です。

　西尾市のホームページまたは

右記ＱＲコードからご覧になれま

す。

　「にしお市議会だより」は市民の皆さまにより身近に感じていただくため、表紙に掲載する写真を募集します。

テーマは「あなたが好きな西尾のこんなところ」です。撮影された方のお名前・作品タイトルなどを裏表紙で 

紹介させていただきます。応募にかかる詳細については、議会事務局（℡６５-２１８２）にお問い合わせください。

次号は、あなたの写真が表紙を飾るかもしれません。ぜひご応募ください。

表紙に掲載する写真を募集します

インターネットライブ配信のイメージ画面


